
第１２回県政参画電子アンケートの結果概要 
 

○概要 

１ アンケート名  県民の健康増進・健康医療の向上に関するアンケート 

２ 実施期間    平成３０年２月７日 から ２月１９日 ９：００ まで 

３ 対象       県政参画電子アンケート会員（９７２名） 

４ 回答者数    ７４３名（回答率 ７６．４％） 

 

○実施目的 

県では、健康増進計画（健康づくり文化創造プラン）や保健医療計画、医療費適正化計画など健康増 

進や保健医療に関する各種の計画を策定し、県民の健康の保持・増進、医療の切れ目のない提供や 

医療費の適正化などを進めているところです。 

 

 各種計画の改定などにあたり、参考とするためアンケートを実施しました。 

 
＜＜今回改訂等を行う各種計画＞＞ 

  ○鳥取県健康づくり文化創造プラン（第３次） 

  ○第３次鳥取県がん対策推進計画 

  ○鳥取県自死対策計画 みんなで支え合う自死対策プログラム 

  ○食のみやことっとり ～食育プラン（第３次） 

  ○感染症の予防のための施策の実施に関する計画（鳥取県感染症予防計画） 

  ○鳥取県結核対策プラン 

  ○第２次鳥取県肝炎対策推進計画 

  ○鳥取県保健医療計画 

  ○第三期鳥取県医療費適正化計画 

 

【１－１】健康づくり全般について 

【問１】あなたは、ご自身の体の健康づくりに関して何か取り組みをされていますか。 

（複数選択可）  
１ 食生活に気を付けてい

る 
  443 人 59.6% 

 

２ 日常的に歩くよう心掛け

ている 
  223 人 30% 

 

３ フィットネスクラブやスポ

ーツクラブに通っている 
  64 人 8.6% 

 

４ 十分な睡眠をとるように

している 
  285 人 38.4% 

 

５ 喫煙をしない（もしくは

控える） 
  361 人 48.6% 

 

６ 飲酒をしない（もしくは

控える） 
  223 人 30% 

 

７ 栄養補給剤（サプリ）など

を摂取している 
  112 人 15.1% 

 

８ 健康診断を定期的に

受けている 
  312 人 42% 

 

９ 特に何もしていない   86 人 11.6% 
 

１０ その他   19 人 2.6% 
  

 

  



【１－２】食育に関して 

【問３】あなたは、「食品ロス」の問題を知っていますか。（一つ選択）  

１ よく知っている   124 人 16.7% 
 

２ ある程度知っている   421 人 56.7% 
 

３ あまり知らない   147 人 19.8% 
 

４ 全く知らない   47 人 6.3% 
 

５ 無回答   4 人 0.5% 
  

 

【問４】食品ロスを発生させないために、あなたが取り組んでいることをお選びください。 

（複数選択可）  

１ 料理を作りすぎない   350 人 47.1% 
 

２ 残さず食べる   495 人 66.6% 
 

３ 冷凍保存を活用する   290 人 39% 
 

４ 残った料理を別の料理

に作り替える 
  210 人 28.3% 

 

５ 日頃から冷蔵庫等の食

材の種類・量・期限表示を

確認する 

  255 人 34.3% 
 

６ 賞味期限を過ぎてもすぐ

捨てるのではなく、自分で食

べられるか判断する 

  411 人 55.3% 
 

７ 特に何もやっていない   37 人 5% 
  

 

【１－３】こころの健康について 

【問５】あなたは、この１年の間に「本気で自殺したい」と 

考えたことがありますか。（一つ選択）  

１ ある   58 人 7.8% 
 

２ ない   678 人 91.3% 
 

３ 無回答   7 人 0.9% 
  

 

【問６】（問５で「１ ある」と回答した方のみお答えください。） 

可能であれば、その原因をお教えください。（複数選択可）  

１ 家庭問題   24 人 3.2% 
 

２ 健康問題   18 人 2.4% 
 

３ 経済・生活問題   23 人 3.1% 
 

４ 勤務問題   18 人 2.4% 
 

５ 男女問題   6 人 0.8% 
 

６ 学校問題   6 人 0.8% 
 

７ その他   7 人 0.9% 
  

 

  



【２－１】がん対策について 

【問７】あなたは、「がん検診」（過去１年以内）や「肝炎ウィルス検診」（過去に１度でも）を 

受けたことがありますか。受診した検診をすべてチェックしてください。（複数選択可）  

１ 胃がん検診   304 人 40.9% 
 

２ 肺がん検診   237 人 31.9% 
 

３ 大腸がん検診   275 人 37% 
 

４ 乳がん検診   167 人 22.5% 
 

５ 子宮頸がん検診   205 人 27.6% 
 

６ その他のがん検診   48 人 6.5% 
 

７ 肝炎ウィルス検診（過去

に１度でも） 
  172 人 23.1% 

 

８ 受けていない（受けたこ

とがない） 
  248 人 33.4% 

 

 

 

【問８】がん検診（過去１年以内）や「肝炎ウィルス検診」（過去に１度でも）も受けていない方に 

お聞きします。その理由をお教えください。（複数選択可）  
１ 検診のことを知らなかっ

たから 
  26 人 3.5% 

 

２ 受ける時間がなかったか

ら 
  61 人 8.2% 

 

３ 休日や夜間に受けること

ができないから 
  27 人 3.6% 

 

４ 検診を受けるのが面倒

だから 
  60 人 8.1% 

 

５ 受診費用が高いから   67 人 9% 
 

６ 自分の健康状態に自信

があり、検査の必要性を感

じないから 

  23 人 3.1% 
 

７ 受診結果を知るのが怖

いから 
  22 人 3% 

 

８ 年齢的に早いと思ったか

ら 
  59 人 7.9% 

 

９ 必要な時はいつでも医

療機関で受診できるから 
  23 人 3.1% 

 

１０ 検査に伴う苦痛などに

不安があるから 
  28 人 3.8% 

 

１１ 検査の内容や方法が

分からず不安だから 
  21 人 2.8% 

 

１２ どこで検査を受けたら

いいのか分からないから 
  30 人 4% 

 

１３ 進行がんでも薬で治る

と考えているから 
  1 人 0.1% 

 

１４ 特に理由はない   47 人 6.3% 
 

１５ その他   27 人 3.6% 
  

 

  



 

【問９】がん検診や肝炎ウィルス検診をより受けやすくするには、どうしたらよいと思いますか。 

３つまででお選びください。  

１ 受診費用の助成   515 人 69.3% 
 

２ 受診機会の拡大   338 人 45.5% 
 

３ 検査時間（待ち時間）の

短縮 
  218 人 29.3% 

 

４ 簡便な検査方法   352 人 47.4% 
 

５ がん発症に関する危険

性の周知 
  59 人 7.9% 

 

６ 検査医療機関の拡大   115 人 15.5% 
 

７ 検査を受けるための周り

の理解（休暇制度など） 
  130 人 17.5% 

 

８ 検診促進のキャンペーン

実施 
  84 人 11.3% 

 

９ その他   28 人 3.8% 
  

 

【２－２】感染症について 

【問１０】感染症に関する情報について、あなたはどのような手段で 

情報を入手していますか。（複数選択可）  

１ テレビ   575 人 77.4% 
 

２ ラジオ   87 人 11.7% 
 

３ 新聞   361 人 48.6% 
 

４ 県・市町村の広報誌   133 人 17.9% 
 

５ インターネット   326 人 43.9% 
 

６ 県のホームページ   35 人 4.7% 
 

７ 県のあんしんトリピーメ

ール 
  94 人 12.7% 

 

８ ＳＮＳ   58 人 7.8% 
 

９ 特に入手していない   41 人 5.5% 
 

１０ その他   20 人 2.7% 
  

 

【問１１】感染症に関する情報について、あなたが特に入手したい情報はどれですか。 

あてはまるものすべてをお選びください。（複数選択可）  
１ 感染症の種類や基本的

な知識 
  466 人 62.7% 

 

２ 感染症の流行状況   529 人 71.2% 
 

３ 予防方法   450 人 60.6% 
 

４ ワクチン接種について   253 人 34.1% 
 

５ 県や国の対策について   102 人 13.7% 
 

６ 特に入手したい情報は

ない 
  24 人 3.2% 

 

７ その他   9 人 1.2% 
  

 



【３－１】在宅医療・人生の最終段階の医療について 

 在宅医療を支える次の各サービスについて、あなたもしくはあなたの家族での利用状況などを 

お聞きします。 

 

【問１２】「医師」の訪問診療（往診）について （一つ選択）  

１ 利用したことがある   52 人 7% 
 

２ 利用したことはないが、

内容は知っている 
  309 人 41.6% 

 

３ 聞いたことはあるが、内

容は知らない 
  276 人 37.1% 

 

４ 全く知らない   100 人 13.5% 
 

５ 無回答   6 人 0.8% 
 

 

【問１３】「看護師」の訪問看護について （一つ選択）  

１ 利用したことがある   34 人 4.6% 
 

２ 利用したことはないが、

内容は知っている 
  289 人 38.9% 

 

３ 聞いたことはあるが、内

容は知らない 
  264 人 35.5% 

 

４ 全く知らない   151 人 20.3% 
 

５ 無回答   5 人 0.7% 
  

 

【問１４】自宅で最期まで療養することについて、あなたはどうお考えですか。 

一番近いものを一つお選びください。 （一つ選択）  

１ 実現可能である   138 人 18.6% 
 

２ 実現困難である   250 人 33.6% 
 

３ 考えたことがない   165 人 22.2% 
 

４ 希望しない（実現可能・

困難かかわらず） 
  78 人 10.5% 

 

５ 分からない   109 人 14.7% 
 

６ 無回答   3 人 0.4% 
  

 

【問１５】自宅で最期まで療養することが「実現困難」であると考える具体的な理由は 

どのようなことでしょうか。あなたのお考えに近いものをすべてお選びください。  
１ 訪問診療（往診）してくれ

る、かかりつけ医がいない 
  80 人 10.8% 

 

２ 看護師の訪問看護の体

制が整っていない 
  44 人 5.9% 

 

３ ホームヘルパーの訪問

介護の体制が整っていな

い 

  25 人 3.4% 
 

４ ２４時間体制で相談に乗

ってくれるところがない 
  49 人 6.6% 

 

５ 介護してくれる家族など

がいない 
  63 人 8.5% 

 



６ 介護してくれる家族に負

担がかかるため 
  194 人 26.1% 

 

７ 症状が急に悪くなったと

きの対応が不安 
  119 人 16% 

 

８ 症状が急に悪くなったと

きに、すぐに入院できるか不

安 

  72 人 9.7% 
 

９ 介護者の休養や冠婚葬

祭時に短期入院や短期入

所できる体制が整っていな

い 

  44 人 5.9% 
 

１０ 居住環境が整っていな

い 
  72 人 9.7% 

 

１１ 経済的に負担が大き

い 
  100 人 13.5% 

 

１２ その他   8 人 1.1% 
  

 

 

【３－２】救急医療体制について 

【問１６】あなたには、かかりつけの医療機関がありますか。（一つ選択）  

１ ある   526 人 70.8% 
 

２ ない   212 人 28.5% 
 

３ 無回答   5 人 0.7% 
  

 

【問１７】これまでに、医療機関の通常の診療時間外となる平日夜間や休日に、自分や家族が急な病気に

なったり、けがをした場合（比較的形象で入院の必要がない場合）、どのように対処しましたか。 

（複数選択可）  

１ 救急車を呼んだ    101 人 13.6% 
 

２ 診療している救急病院を

受診した  
  311 人 41.9% 

 

３ 医師会が運営している急

患診療所を受診した  
  293 人 39.4% 

 

４ 様子を見て、日中の診療

時間内に医療機関を受診し

た  

  243 人 32.7% 
 

５ 様子を見て、薬を飲むな

どして対処した（医療機関は

受診しなかった）  

  130 人 17.5% 
 

６ これまで急な病気やけが

をしたりしたことはない  
  89 人 12% 

 

７ その他    15 人 2% 
  

 

【問１８】あなたは、お住いの地区に医師会が運営する急患診療所が 

あることをご存知ですか。（一つ選択）  

１ 知っている   566 人 76.2% 
 

２ 知らなかった   174 人 23.4% 
 

３ 無回答   3 人 0.4% 
  



 

【問１９】これまでに自分や家族などが急な病気やけがをして、救急車を呼ぶか医療機関を受診するか、 

自宅等で様子を見るか判断に迷った経験はありますか。（一つ選択）  

１ ある   410 人 55.2% 
 

２ ない   331 人 44.5% 
 

３ 無回答   2 人 0.3% 
  

 

現在、鳥取県では急な病気やけがで医療機関へ行くか、救急車を呼ぶか迷ったとき（比較的軽症で入院の

必要がない場合）に、「＃７１１９」へ電話をしていただくと、医師または看護師が聞き取った相談者の

症状に基づき、緊急性や受診の必要性などの判断を行い、受診可能な医療機関の案内や、１１９番への転

送をするサービスの導入を検討しています。 
 

【問２０】このようなサービスがあったら、あなたは利用したいと思いますか。（一つ選択）  

１ 利用したい   687 人 92.5% 
 

２ 利用したくない   52 人 7% 
 

３ 無回答   4 人 0.5% 
  

 

【３－３】小児救急医療について 

【問２１】これまでに医療機関の通常の診療時間外となる平日夜間や休日にお子さん（お孫さん）が急な病

気になったり、けがをした場合、どのように対処しましたか（複数選択可）  

１ 救急車を呼んだ   43 人 5.8% 
 

２ 診療している救急病院を

受診した 
  208 人 28% 

 

３ 医師会が運営している急

患診療所を受診した 
  198 人 26.6% 

 

４ 様子を見て、日中の診療

時間内に医療機関を受診し

た 

  156 人 21% 
 

５ 様子を見て、薬を飲むな

どして対処した（医療機関は

受診しなかった） 
  54 人 7.3% 

 

６ これまで急な病気やけが

をしたりしたことはない 
  54 人 7.3% 

 

７ その他   17 人 2.3% 
  

 

 鳥取県では、平日夜間や休日に子どものけがや急病で、医療機関を受診したほうがよいか判断に迷ったとき、 

医師または看護師がアドバイスを行う「とっとり子ども救急ダイヤル（＃８０００）」を設置しています。 

 
【問２２】あなたは、この「とっとり子ども救急ダイヤル（＃８０００）」を知っていますか。（一つ選択）  

１ 知っていて、利用したこ

とがある 
  76 人 10.2% 

 

２ 知っているが、利用した

ことはない 
  132 人 17.8% 

 

３ 知らない   255 人 34.3% 
  



 

【問２３】（問２２で「とっとり子ども救急ダイヤル」を知っていると回答した方にお聞きします。） 

「とっとり子ども救急ダイヤル（＃８０００）」を何で知りましたか。（複数選択可）  

１ 自治体の広報誌   120 人 16.2% 
 

２ テレビ・ラジオ・新聞   30 人 4% 
 

３ ホームページ   14 人 1.9% 
 

４ ポスター   27 人 3.6% 
 

５ 家族や友人から聞いた   19 人 2.6% 
 

６ 幼稚園や保育所から聞

いた 
  35 人 4.7% 

 

７ その他   39 人 5.2% 
  

 

【問２４】利用した時の電話相談員（医師もしくは看護師）の対応は 

いかがでしたか。（一つ選択）  

１ 満足   26 人 3.5% 
 

２ ほぼ満足   33 人 4.4% 
 

３ どちらでもない   28 人 3.8% 
 

４ やや不満   5 人 0.7% 
 

５ 不満   7 人 0.9% 
  

 

【３－４】地域医療を守るための取組について 

【問２６】「地域の医療を守るために」あなたが実際に意識したり 

取り組んだりしていることをお選びください。（一つ選択）  

１ できる限り夜間や休日な

どの時間外受診をしないよ

うに意識している 
  259 人 34.9% 

 

２ はじめから病院に行か

ず、診療所（開業医など）を

かかりつけ医にしている 

  191 人 25.7% 
 

３ 医療関係の講演会等に

参加している 
  17 人 2.3% 

 

４ なるべく病院にかからな

いよう、定期検診を受診す

るなど、健康づくりに気を付

けている 

  127 人 17.1% 
 

５ 特に何もしていない   143 人 19.2% 
 

６ その他   5 人 0.7% 
 

７ 無回答   1 人 0.1% 
  

 

  



 

【問２７】今後、地域医療に携わる医師の負担を軽減し、地域で働き続けてもらうために、 

地域住民がすべきだと思うことをお選びください。（複数選択可）  

１ 夜間や休日などの時間

外受診を減らす努力 
  381 人 51.3% 

 

２ 医師への感謝の気持ち

を表すこと 
  124 人 16.7% 

 

３ 診療所（開業医等）をか

かりつけ医にすること 
  348 人 46.8% 

 

４ 特にない   28 人 3.8% 
 

５ 分からない   119 人 16% 
 

６ その他   24 人 3.2% 
  

 

【問２８】あなたは、鳥取県で今後どのような医療を充実すべきだと考えますか。（複数選択可）  

１ 救急医療   229 人 30.8% 
 

２ 災害時における医療体

制 
  145 人 19.5% 

 

３ へき地や中山間地での

医療 
  245 人 33% 

 

４ 周産期医療   130 人 17.5% 
 

５ 小児への医療   160 人 21.5% 
 

６ がん対策の医療   191 人 25.7% 
 

７ 脳卒中対策の医療   106 人 14.3% 
 

８ 急性心筋梗塞対策の

医療 
  96 人 12.9% 

 

９ 精神疾患対策の医療   123 人 16.6% 
 

１０ 認知症対策の医療   215 人 28.9% 
 

１１ 生活習慣病（糖尿病、

高血圧等）対策の医療 
  164 人 22.1% 

 

１２ リハビリテーション医

療 
  111 人 14.9% 

 

１３ 終末期医療   184 人 24.8% 
 

１４ 在宅医療   178 人 24% 
 

１５ 感染症対策などの医

療難病対策の医療 
  66 人 8.9% 

 

１６ 歯科医療   64 人 8.6% 
 

１７ 特にない   24 人 3.2% 
 

１８ 分からない   108 人 14.5% 
 

１９ その他   28 人 3.8% 
  

 

  



【３－５】ジェネリック医薬品（後発医薬品）とお薬手帳について 

【問２９】あなたは、これまでにジェネリック医薬品を使ったことがありますか。（一つ選択）  

１ 使ったことがある   578 人 77.8% 
 

２ 使ったことはない   89 人 12% 
 

３ 分からない   74 人 10% 
 

４ 無回答   2 人 0.3% 
  

 

【問３０】前問の選択した理由をお教えください。（複数選択可）  

１ 価格が安いと思うから   466 人 62.7% 
 

２ （飲みやすい風味、形や

大きさ、見やすい表示など）

使いやすく工夫されていると

思うから 

  28 人 3.8% 
 

３ 薬局等で奨められたか

ら 
  297 人 40% 

 

４ 効き目に疑問があるか

ら 
  24 人 3.2% 

 

５ 副作用が出やすいと思う

から 
  5 人 0.7% 

 

６ ジェネリック医薬品自体

がよくわからないから 
  35 人 4.7% 

 

７ その他   29 人 3.9% 
  

 

【問３１】あなたは、「お薬手帳」を持っていますか。またどのような使い方をしていますか。 

あなたの使い方に近いものをお選びください。（複数選択可）  

１ お薬手帳を持っていな

い 
  104 人 14% 

 

２ お薬手帳を持ってはいる

が、使っていない 
  100 人 13.5% 

 

３ お薬手帳を持っている

が、使ったり使わなかったり

している 
  174 人 23.4% 

 

４ 複数のお薬手帳を持っ

ていて、利用する薬局ごと

に分けて使っている 

  8 人 1.1% 
 

５ １冊だけお薬手帳を持っ

ていて、どの薬局でも同じお

薬手帳を使っている 

  374 人 50.3% 
 

６ お薬手帳に使用した時

の様子や、自分で購入して

使用している薬やサプリメン

ト等の情報も記載している 

  10 人 1.3% 
 

 

 

○回答者属性 

○性別  

１ 男性   321 人 43.2% 
 

２ 女性   422 人 56.8% 
  

 



○年代  

１ １０歳代   11 人 1.5% 
 

２ ２０歳代   67 人 9% 
 

３ ３０歳代   148 人 19.9% 
 

４ ４０歳代   219 人 29.5% 
 

５ ５０歳代   145 人 19.5% 
 

６ ６０歳代   101 人 13.6% 
 

７ ７０歳代以上   52 人 7% 
  

 

○市町村  

１ 鳥取市   325 人 43.7% 
 

２ 米子市   197 人 26.5% 
 

３ 倉吉市   47 人 6.3% 
 

４ 境港市   34 人 4.6% 
 

５ 岩美町   5 人 0.7% 
 

６ 若桜町   2 人 0.3% 
 

７ 智頭町   3 人 0.4% 
 

８ 八頭町   17 人 2.3% 
 

９ 三朝町   5 人 0.7% 
 

１０ 湯梨浜町   27 人 3.6% 
 

１１ 琴浦町   15 人 2% 
 

１２ 北栄町   10 人 1.3% 
 

１３ 日吉津村   3 人 0.4% 
 

１４ 大山町   16 人 2.2% 
 

１５ 南部町   10 人 1.3% 
 

１６ 伯耆町   10 人 1.3% 
 

１７ 日南町   6 人 0.8% 
 

１８ 日野町   2 人 0.3% 
 

１９ 江府町   3 人 0.4% 
 

２０ 県外   6 人 0.8% 
  

 

○地区名  

１ 東部地区   352 人 47.4% 
 

２ 中部地区   104 人 14% 
 

３ 西部地区   281 人 37.8% 
 

４ 県外   6 人 0.8% 
  

 


